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１．はじめに 
インフラ分野においても社会経済状況の激しい変化に対応し，安全・安心で豊かな生活を実現するため，デジタ

ル・トランスフォーメーション（DX）に向けた施策が種々行われている 1)．道路等の建設や点検等の DX の環境構

築に向けて映像の活用が期待されている 2)．道路舗装点検においては，道路巡査や路面性状調査が行われており，

これらに要する時間や労力，費用の削減が課題であるが，ここに簡便かつ日常的に利用可能となる映像解析に基づ

く DX の環境構築が期待されるところである．また，この簡便かつ日常的に利用可能となる映像解析は，ハードウ

ェア・ソフトウェアの両面から現場導入に敷居が高いものであっては，その導入や管理コストが増大し，本末転倒

となる． 

 そこで本研究では，道路舗装点検を対象に，近年その発展が目覚ましい機械学習，特には映像を入力とする深

層学習に基づく識別器を用いて，導入障壁が高くない形態かつ日常的に利用することによって DX に繋がる利用方

法について検討する．ここでは，道路舗装点検を対象とすることから，路面のひびわれ量や車両通行量などとの関

係がある数値データを手間なく記録し，日常的に利用することで集積されるデータの利用可能性について議論する．

具体的には，路面損傷の可能性を深層学習に基づいた映像からのひびわれ検出や車両検出に基づいて路線状に得る．

本文の最後では，点検対象となる道路において，舗装点検での利用に向けた試行の様子を報告し，その利用可能性

についてまとめる． 

２．路面の損傷と関連する道路状況の定量化 

本章では，道路舗装点検あるいは日常の巡視時などに自動で記録される映像を用いることを想定し，その映像か

らのひびわれ検出や車両検出について説明する． 

2.1 ひびわれ検出 

インフラ維持管理の高効率化や高度化を目的に，映像や画像を活用して，ひびわれを含む構造物の変状を検出す

る手法が種々提案されている 3) – 5)．特に道路舗装を対象とするものとしては，ポットホールやひびわれを検出す

る手法が多く提案されている．本研究では，道路舗装点検あるいは日常の巡視時などに自動で記録される映像から

簡便にひびわれを検出し，その結果集積されるデータを用いた道路舗装点検の方法論に言及したい．そこで，ここ

では，文献 4)を基に路線のキロポストと紐づく映像の各フレームに対して，路面相当部分を図-1 のようにパッチ分

割し，ひびわれを含む可能性があるパッチを得て各フレームを評価する．具体的には，分割されたそれぞれのパッ

チに対して，文献 4)を適用し，ひびわれの可能性が高いとされた場合に，その確信度に基づいてひびわれを多く含

むパッチか否かを図-2 のように得る． 

2.2 車両検出 

本研究では，手間のない記録とそれを日常的に利用することで集積されるデータの利用可能性について検討する．

この観点から事前にセットアップされた車載カメラによる車両前方映像を記録し，その自動的な解析で日常的なデ

ータ集積を可能とする．車両前方映像には，道路そのものは当然ながら道路を利用している車両なども同時に記録

されている．路面の損傷について考えるとき，その要因は多々存在するが，道路にかかる荷重も損傷の要因の一つ

となる．そこで，ここでは荷重をかける要因となる車両そのものを検出し，その数を通行量に関連するデータとし
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て集積する．具体的に車両の検出は，映像中の物体検出器として広く認識されている YoLo6)を用いる． 

３．路面損傷度の線状評価と試行 

本研究では，前章に挙げたひびわれ検出と車両検出を路線のキロポストと紐づく映像の各フレームに対して適用

する．これによって，各フレームすなわちキロポストに対して，ひびわれ量と車両の量に関連するデータが得られ

る．これを路線延長上に並べることで，どの位置に路面損傷が生起しそうにあるのかが俯瞰可能となる． 

実際の道路で記録された映像を用いて試行した結果を図-3 および図-4 に示す．これらより路線上のどの場所で

路面損傷そのものや，その要因となりえる事象が起こりやすいのかを定量的に俯瞰できることがわかる．また，こ

れらの図-3 や図-4 のデータを集積することで，その変化が長期的に観測可能となる．これは，路面損傷の予測や詳

細点検の計画を支援するツールとなりえることが期待されるものである． 

４．まとめ 
本研究では，道路舗装点検を対象に路面のひびわれ量や車両通行量などとの関係がある数値データの集積手法と

それらの利用について検討した．また，実利用に向けた試行の様子を併せて報告した． 
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図-1 パッチ分割の例 

 
図-2 ひび割れ検出の例 

 
図-3 路線上での損傷度評価の例 

 

 
図-4 車両検出と路線上での頻度評価の例 
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